
氏名 坂井　秀弥

学部担当科目

・考古学概論
・考古学研究法
・考古学特殊講義
・考古学演習
・世界遺産文化財学演習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・考古学演習
・考古学特殊講義
・
・

授業科目

平　成　23 年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会　考古学研究会　日本遺跡学会　木簡学会　条里制・古代都市研究会
新潟史学会　たたら研究会　物質文化研究会ほか

古代・中世における集落・生産流通史　　文化財保護行政の歴史、保存・活用の実践的
研究

文化財・考古学の理解のためには、現地・現物に直接触れることが何よりも重要であ
り、その遺跡・文化財が行政城どのように扱われているのか、考古学などの研究がどの
ように行われているのかを実際に見聞することが重要である。そのため、各科目におい
ては、学外授業を行っている。23年度は、奈良市奈良公園・東大寺等、興福寺、平城宮
跡、重伝健今井町などを見学・巡検した。

日本学術会議連携会員　日本遺跡学会運営委員　日本考古学協会論文査読委員　文化庁
文化財部調査員、文化庁発掘調査のてびき作成委員　人間文化研究機構国立歴史民俗博
物館運営会議委員　平泉の文化遺産世界遺産拡張登録検討委員　胡桃舘遺跡調査検討委
員　小峰城跡保存管理計画策定委員　上野国新田郡庁跡調査・整備専門委員　佐渡金銀
山世界文化遺産学術委員　新潟県立歴史博物館研究事業アドバイザー　金沢城跡玉泉院
丸跡調査検討委員　横江荘遺跡調査委員　信長居館発掘調査専門委員　三重県文化財保
護審議会委員　国営木曽三川公園基本計画検討委員会専門部会委員　松阪城跡保存管理
計画策定委員　史跡伊賀国庁跡保存管理計画策定委員　滋賀県文化財保護審議会委員
石清水八幡宮境内遺跡調査委員　大阪市環境影響評価専門委員　大阪城の歴史文化遺産
を生かした観光魅力向上のための検討委員　豊中市文化財保護審議会委員、公益財団法
人大阪府文化財センター理事、鳥坂寺跡調査検討委員　土丸・雨山城跡調査指導委員
多銀銅山遺跡調査委員　竹田城跡と城下町の保存活用検討委員　桜井市纏向遺跡調査委
員　斑鳩町文化財センター運営委員　島根県古代文化センター企画運営委員　史跡田儀
櫻井家たたら製鉄遺跡整備検討委員　那覇市文化財調査審議会臨時調査委員　南城市文
化財保護審議会専門委員など

関西学院大学大学院文学研究科博士前期課程修了

学術博士（新潟大学）

日本考古学　文化財学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
科学研究費基盤Ｂ「中世の技術と職人に関する総合的研究」（代表：国立歴史民俗博物
館村木二郎准教授）の研究分担者

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

文化財学科主任、企画委員（文学部委員長）、人事委員、入試委員、国際交流委員

大学院博士後期課
程担当科目

・考古学特殊研究
・
・
・

通信教育部担当科
目

・考古学概論
・
・
・



単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

④

②山の寺と文化財の保存・活
用

⑤『てびき』の活用について

①中世山城をめぐる考古学コ
メント

③古代地域社会の展開―越後
の集落・官衙・生産から―

④中世越後平野における低湿
地遺跡―新潟市馬場屋敷遺跡
検討会の報告―

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤古代地方官衙再考―最近の
発掘調査成果より―

④日本の中の新潟

③律令国家の地方支配―地方
官衙遺跡と地域社会―

古代における地域社会の展開のあり
方を越後平野を題材に採り上げて、
集落や生産、集落のあり方を考古資
料から述べる。

新潟市の歴史の特質について述べる
とともに、古代から近代に至る文化
財の保存・活用に関する提言を述べ
る。

文化庁編『発掘調査のてびき』の必
要性や作成の経緯などについて述べ
る。

（学会発表）

2012年1月7日

①古代北辺における城と軍事

②古代の城から館へ

②

③

④

日本古代の官衙遺跡のあり方につい
て最近の発掘調査成果を採り上げて
概観した。

越後平野の中世馬場屋敷遺跡の内容
に関する再検討について報告した。

文化財としての山城の特質と問題点
についてコメント

文化財保護の歴史における寺院の位
置づけと山の寺の保存・活用に関す
る現状と課題について報告した。

日本古代の律令国家の地方支配と官
衙遺跡のあり方を概観した。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2011年5月

2011年12月

2012年3月

2012年3月

日本古代における東北地方の城柵や
軍事的遺跡のあり方と特質を論じ
る。

秋田県大鳥井山遺跡の歴史的意義に
ついて論じた。

2011年9月

竹田和夫編『古代・
中世の境界意識と文
化交流 』勉誠社

入間田宣夫と共編
『前九年・後三年合
戦』高志書院

栃木県なす風土記の
丘資料館『那須と白
河を考える』平成２
３年度企画展記念シ
ンポジウム

2011年9月10日

考古学研究会関西例
会

「日本中世における
「山の寺」（山岳宗
教都市）の基礎的研
究」研究会
歴博総合展示新構築
にむけての古代社会
の実態についての準
備研究会

歴博科研中世の職人
と技術に関する総合
的研究会

山陰考古学研究集会

2011年12月18日

2012年2月11日

2011年11月19日

新潟市文化財セン
ター『遺跡からさぐ
る新潟の原点』

考古学研究会『考古
学研究』230号


